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Candida・albicans 菌体由来物質および

漢方薬による癌細胞増殖抑制効果
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【目的】天然物に よる癌細胞増殖抑制の 可能性を検討す るため、ヒ トに常在す る

真菌（Candida　albicans ）由来物質お よびい くつ か の漢方処方 に つ い て 、 ヒ ト神経芽

腫細胞、 ヒ ト大腸癌細胞 、 ヒ ト前骨髄性 白血病細胞 、 ヒ ト骨髄腫細胞

等の増殖に対 する影響を検討 した。

　ヒ トに常在する真菌（Candida　albicans）は組織侵襲時や増殖時の 生育環境に対応

して形態を変化 させ る 。 この形態を変化 させ る能力は分化 と して 捉え られて い る 。

我 々 はC．albicans か ら形態を酵母型か ら菌糸型へ 変化させる物質 を抽出 し、その性質

を調べ る過程で 抽出物が未分化な状態 にある癌細胞に対 して分化誘導能と増殖抑制能

を有して い る ことを見い 出 した 。 今回 、 この 物質が数種類の 培養 ヒ ト癌細胞 に対 して

増殖抑制作用 をも有 して い る こ とが分っ たの でその 結果 を報告す る とともに、 既存の

漢方薬 の増殖抑制効果も併せ て報告する。

【方法】 C ．albicans 菌体由来物質 を細胞培養系に添加 して 培養 し、終 日的に形態観察

および細胞数 をカ ウン トした。ま た、漢方薬（黄連解毒湯、桂枝茯苓丸 など）の エ キス

原末水溶液 を細胞培養系に添加 して培養し経時的に増殖に対する効果を検討 した。

【結果 と考察】C．albicans 菌体由来物質は、 1） ヒ ト神経芽腫細胞（NB − 1）に形態分化

を誘導 した。 2 ） ヒ ト線維 肉腫細胞（HT1080 ）、 ヒ ト大腸癌細胞（HT29 ）、 ヒ ト前骨髄

性白血病細胞（HL − 60 、
　 NB4）に細胞増殖抑制作用 を示 した。 3）正常ヒ ト線維芽細胞

の増殖に対 して は影響 を及ぼさなか っ た。 以上 の ことか ら、 Calbicans菌体由来物質

は制癌作用 を有す る新たな物質で ある と考え る。物質は分子量 500 以下で あるが 、

そ の化学構造 に関して は解析中で ある 。 また黄連解毒湯、お よ び桂枝茯苓丸はそれぞ

れ単独で ヒ ト骨髄腫細胞（U266 ）の 増殖 を用量お よび時間依存性に抑制した が新規物質

との 併用効果 はまだ未知で あり、 さらなる検討が望 まれ る 。
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